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【
う
ら
へ
続
く
】

　

武
漢
の
新
型
肺
炎
拡
大
。

「
中
国
の
感
染
者
は

１
０
０
０
人
を
超
え
、
死

者
は
41
人
に
な
っ
た
」「
台

湾
、
日
本
、
韓
国
、
タ
イ
、

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
「
桜
を
見
る
会
」

を
め
ぐ
り
、
血
税
を
使
っ

た
買
収
、
公
文
書
廃
棄
な

ど
事
実
を
示
し
て
安
倍
首

相
を
追
及
。
首
相
は
「
記

録
が
な
い
」
な
ど
と
無
責

任
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し

た
。

　

志
位
氏
は
、
消
費
税
増

税
が
新
た
な
不
況
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
指
摘
。
安

「
桜
」
疑
惑  

消
費
税
・
社
会
保
障  

中
東
派
兵 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題    

安
倍
首
相
の
責
任
を
問
う

倍
政
権
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
「
全
世
代
型
社
会

保
障
」
に
つ
い
て
、「
全
世

代
を
対
象
に
し
た
社
会
保

障
切
り
捨
て
だ
」
と
実
態

を
告
発
、
消
費
税
５
％
へ

の
減
税
と
社
会
保
障
充
実

を
求
め
ま
し
た
。

　

緊
張
激
化
が
続
く
中
東

情
勢
に
つ
い
て
志
位
氏
は
、

イ
ラ
ン
司
令
官
殺
害
と
い

う
無
法
な
先
制
攻
撃
や
、

イ
ラ
ン
核
合
意
か
ら
の
一

方
的
な
離
脱
に
つ
い
て
何

の
批
判
も
せ
ず
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
追
随
し
て
自

衛
隊
を
派
兵
し
た
こ
と
は

米
国
の
「
お
先
棒
」
か
つ

ぎ
そ
の
も
の
だ
と
批
判
。

な
す
べ
き
こ
と
は
「
外
交

努
力
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
、
政

治
の
責
任
と
し
て
▽
男
女

の
賃
金
格
差
の
実
態
を
見

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
▽

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
実
現

と
同
性
婚
を
認
め
る
民
法

改
正
▽
強
制
性
交
等
罪
の

「
暴
行
・
脅
迫
要
件
」
を
撤

廃
し
、
同
意
要
件
を
新
設

す
る
刑
法
改
正
▽
自
民
党

改
憲
案
に
も
み
ら
れ
る
男

尊
女
卑
に
貫
か
れ
た
戦
前

の
「
家
制
度
」
へ
の
逆
行

の
思
想
の
問
題
―
を
提
起

し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
「
賃
金
の

差
異
の
公
表
は
、
誤
解
や

混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
」「
夫
婦
別
姓
は
、国
民

の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
る
」
な
ど
と
背
を
向

け
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
の
答
弁
は
、

自
ら
の
責
任
に
対
す
る
自

覚
も
、
国
民
の
苦
し
み
へ

の
認
識
も
あ
り
ま
せ
ん
。

志
位
氏
は
「
安
倍
政
権
に

こ
の
国
の
か
じ
取
り
を
す

る
資
格
は
な
い
」
と
述
べ
、

「
野
党
共
闘
の
力
で
政
権

交
代
を
実
現
し
、
新
し
い

日
本
を
つ
く
る
た
め
に
全

力
を
あ
げ
る
」
と
表
明
し

ま
し
た
。

安倍政権退陣  今年こそ
　全国で行動

　今年こそ安倍政権を退陣に追い込もうと
12 日、全国各地でデモやスタンディングな
どの抗議が行われました。東京・新宿では
今年最初となる大規模デモが行われ 3000
人が参加しました。

　総がかり行動実行委員会は、今年最初の
「19 日行動」。国会前に 1700 人が参加し
「戦争反対」「市民と野党の共闘前進」と声
を上げました。

ア
メ
リ
カ
で
も
感
染
者
が

発
生
し
た
」「
フ
ラ
ン
ス
で

も
確
認
さ
れ
た
」「
24
日
か

ら
の
春
節
連
休
、
感
染
の

拡
大
が
心
配
だ
」「
中
国
当

局
は
武
漢
の
出
入
り
を
禁

止
し
た
」「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
国
際

的
に
懸
念
さ
れ
る
緊
急
事

　
　
政
権
交
代
実
現
し
、
新
し
い
日
本
を

　
　
　
　
　
　
志
位
委
員
長
が
衆
院
代
表
質
問
（
１
月
23
日
）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

態
の
宣
言
は
見
送
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

通
常
国
会
が
開
幕
（
20

日
）。「
安
倍
首
相
の
施
政

方
針
演
説
は
、
桜
を
見
る

会
や
IR
汚
職
事
件
、
首
相

が
任
命
し
た
元
官
僚
辞
任

に
は
触
れ
ず
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ば
か
り
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
疑
惑
隠
し
に
使
う
な

ん
て
最
低
だ
」「
代
表
質
問

で
も
安
倍
首
相
は
相
変
わ

ら
ず
ま
と
も
に
答
え
ず
、

は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

野
党
４
党
が
カ
ジ
ノ
廃

止
法
案
を
衆
院
に
共
同
提

出
（
20
日
）。「
通
常
国
会

開
会
日
に
、
野
党
が
共
同

で
法
案
を
提
出
す
る
の
は

憲
政
史
上
初
め
て
だ
と
い

う
」「
IR
汚
職
事
件
を
無
視

し
て
事
業
化
を
進
め
る
な

ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
徹

底
追
及
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
桜
を
見
る
会
」疑
惑
に

関
し
、
安
倍
首
相
を
背
任

罪
で
告
発
（
14
日
）。「
神

戸
学
院
大
学
の
上
脇
博
之

教
授
ら
13
人
が
国
に

１
億
５
千
万
円
以
上
の
損

害
を
与
え
た
と
し
て
東
京

地
検
に
告
発
状
を
提
出
し

た
」「
21
日
、桜
を
見
る
会

の
契
約
書
が
見
つ
か
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

広
島
高
裁
が
伊
方
原
発

３
号
機
の
運
転
差
し
止
め

を
決
定
（
17
日
）。「
原
発

敷
地
の
２
キ
ロ
以
内
に
活

「チバニアン」正式命名

　地質時代に初の日本の地名

　

国
際
地
質
科
学
連
合
は

17
日
、
千
葉
県
市
原
市
の

更
新
世
中
期
（
77
万
４
千

年
前
～
12
万
９
千
年
前
）

の
地
層
「
千
葉
セ
ク
シ
ョ

ン
」
を
国
際
標
準
模
式
地

と
認
定
し
、
更
新
世
中
期

は
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」
と
命

名
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
日
本
の
地
名
が

初
め
て
地
質
時
代
に
な
り

ま
す
。

　

更
新
世
中
期
の
チ
バ
ニ

ア
ン
は
、
こ
れ
ま
で
で
最

後
の
地
磁
気
逆
転
が
起
き

た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

千
葉
セ
ク
シ
ョ
ン
の
地
層

は
崖
上
と
崖
下
で
地
磁
気

の
向
き
は
反
対
で
、
遷
移

帯
も
確
認
さ
れ
ま
す
。
現

生
人
類
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

　

ロ
ー
マ
教
皇
は
９
日
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
で
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
改

め
て
強
調
し
、「
核
不
拡
散

条
約
再
検
討
会
議
が
開
か

れ
る
今
年
が
重
要
な
機
会

に
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

核兵器なき世界へ
　　今年が重要な機会
ローマ教皇、新年のあいさつ

ス
は
、
30
万
～
20
万
年
前

に
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

チ
バ
ニ
ア
ン
は
人
類
誕
生

の
時
代
と
し
て
地
球
史
の

教
科
書
に
載
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

教
皇
は
昨
年
、
訪
問
し

た
広
島
・
長
崎
で
被
爆
者

の
体
験
を
聞
き
、「
核
兵
器

に
よ
る
人
類
の
絶
滅
の
脅

威
の
上
に
本
当
の
平
和
は

な
い
」
こ
と
を
確
信
し
た

こ
と
を
強
調
。
核
兵
器
の

使
用
は
人
類
の
尊
厳
に
対

す
る
犯
罪
だ
け
で
な
く
、

わ
れ
わ
れ
の
共
通
の
家

（
地
球
）の
将
来
に
も
影
響

を
与
え
る
犯
罪
だ
と
語
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
の
政
治
指

導
者
が
、
核
兵
器
保
有
に

よ
る
抑
止
で
平
和
な
世
界

は
実
現
し
な
い
こ
と
を
自

覚
す
る
と
き
だ
と
訴
え
ま

し
た
。

　

防
衛
省
は
昨
年
暮
れ
、

武
器
・
装
備
開
発
に
役
立

つ
基
礎
研
究
に
資
金
を
提

供
す
る
「
安
全
保
障
技
術

研
究
推
進
制
度
」
の

２
０
１
９
年
度
２
次
募
集

の
採
択
結
果
を
公
表
し
ま

防
衛
省
の
「
研
究
推
進
制
度
」

筑
波
大
を
採
択

　
　
軍
学
共
同
に
歯
止
め
を

し
た
。

　

今
回
の
２
次
募
集
は
、

最
大
５
年
間
で
20
億
円
が

助
成
さ
れ
る
大
規
模
研
究

課
題
（
タ
イ
プ
Ｓ
）
の
み

で
、
44
件
の
応
募
に
対
し

５
件
を
採
択
。
驚
い
た
こ

と
に
そ
の
う
ち
１
件
は
、

学
長
が
国
立
大
学
協
会
の

会
長
を
務
め
る
筑
波
大
学

で
す
。
タ
イ
プ
Ｓ
へ
の
応

募
は
、
19
年
度
は
６
件
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
次
募
集
で
応
募
が
７
倍

に
急
増
し
た
こ
と
も
異
常

で
す
。

　

同
制
度
に
つ
い
て
日
本

学
術
会
議
が
「
政
府
に
よ

る
研
究
へ
の
介
入
が
著
し

く
、
問
題
が
多
い
」
と
批

判
し
、
応
募
を
認
め
な
い

大
学
が
広
が
っ
て
い
る
中

で
の
筑
波
大
学
の
応
募
は

異
常
と
い
え
ま
す
。
政
府

介
入
反
対
の
行
動
を
強
め
、

軍
学
共
同
に
歯
止
め
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

断
層
が
あ
る
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
と
し
た
」「
３

号
機
で
は
、
定
期
検
査
で

核
燃
料
を
取
り
出
す
際
、

制
御
棒
１
体
を
一
緒
に
引

き
抜
く
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
続

き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
先
週
は
、大
雪
の
予
報

も
出
た
が
、
み
ぞ
れ
程
度

だ
っ
た
」「
暖
冬
で
野
菜
が

育
ち
す
ぎ
て
、
値
下
が
り

し
て
い
る
」「
廃
棄
処
分
は

も
っ
た
い
な
い
」

　

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
は
23

日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
ま
し
た
。
同
条
約

を
批
准
し
た
国
は
35
カ
国

と
な
り
ま
し
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

50
カ
国
目
の
批
准
書
が
国

連
に
寄
託
さ
れ
た
後
90
日

で
発
効
し
ま
す
。

パラグアイ

核兵器禁止条約批准
　　35カ国目


